
文化昆虫ホタル～古典の中から～

遊磨正秀 (滋賀県大津市)。 後藤好正 (神奈川県横浜市)

1.は じめに

ホタルは,そ の光の美しさのため,古 くか

ら書に記され,詩 歌に詠まれ,絵 図や写真の

題材となってきた。その量は,こ れらの題材
に扱われる生物としては,数 ある動植物の中

でも群を抜いているであろう。それらの記述

は,か つてのホタルの生息状況や生息環境,

ならびに当時の人々のホタルに対する感覚な

どを示す貴重な資料である。このような文化
の対象として扱われるホタルは 「象徴的環境

財」あるいは 「文化毘虫」といえる (嘉田,
1992;遊磨,1993)。

文学,詩 歌等にあらわれるホタルに関する

記述については,神 田 (1935)や南 (1961)

にかなりまとめられている。ここでは主に明

治以前の資料について,若 子の資料を追加し,

時代背景の流れを読み取りやすいように,年

代順に並べて整理しなおした (表1)。 これ

をもとに,ホ タルに関することがらの時代変

遷に触れてみたい。

2.江 戸時代以前のホタル

ホタルは,古 くは 「日本書記」 (奈良時代,

8世 紀)か ら登場する (表1)。 そこでは,

邪気を払う正義の光り輝くものという表現の

ように読みとれる。ただし,正 義感の象徴の

ように扱われるのはこれが最初で最後のよう

である。

平安 ・鎌倉時代 (8～ 13世紀)に は,中 国

文化の導入に伴い,車 胤の改事や 「腐草為螢」

という発生説などホタルに関する事柄が日本
へ伝えられた。このことは上流階級の人々に

はよく知られており, これらをふまえた和歌

や物語文学が見られるようになる。その一方,

和歌では,蛍 の光を愛でて歌詠みの素材とし

てとりあげ,と きに恋いこがれるものや魂の

たとえとして情緒豊かに扱われている。また,

捕らえて持ち帰り,部 屋に放ったりして男女

を聞わず楽しむ対象でもあった (大和物語,

宇津保物語,源 氏物語など)。 このことは,

京の町中においても,夜 に出歩ける程度の近

さの所にホタルがいたことを示してお り, こ

の頃からホタルは身近な存在であったことが

うかがわれる。

しかしこの時代,「 ・・共螢の数は知 らね

共 ・・」 (鳥羽院の北面の含,1129頃 )や

「螢のおほくすだきける」 (今物語,1239?

のように,多 くホタルが飛んでいたことを示

す記述もあるものの,多 くの記述が,ホ タル

が乱舞する様そのものをめでていない点に注

目すべきであろう。これは,ホ タルが多いと

いっても,目 を見張るほどの乱舞がみられな

い状態であった,つ まり,さ ほど数が多くは

なかったことを示すものかもしれない。ある

いは, これら記述を残しているのは上流階級

の人々であり,華 やかさやにぎやかさ,あ る

いは遊興のことをおもしろく表現するよりも,
「蛍たかく飛びあがる」 (伊勢物語,840頃 ),

「みつよつつれてとびあが り」 (宇津保物語,

980頃)や 「ただ一二などほのかにうちひか

りてよくも,い とおかし」 (枕草子,1000頃

など,人 の心を控えめに表現するための題材

に用いていたからかもしれない。

3.江 戸時代のホタル

ホタルに関する記述は,15～ 16世紀の頃, し

ばらく乏しくなるが,18～ 19世紀 (江戸時代

中 ・後期)に なると,各 地の名所図絵などの

中にホタルの多い場所が記されたり,蛍 狩 り

の様子が示され (和漢三才図含一滋賀県石山,

千曲之真砂一長野県上田,阿 波名所図絵一徳

島県母川など),そ れ らの場所が以後,い わ

ば観光名所化 していくことになる。これは,

これらの作品に庶民の情報が加えられて,ホ

タルの多い場所が記述されるようになったの

か,そ もそもホタルの多い場所が増えたのか,

定かではない。もちろん,人 々が行楽や旅行

を楽しめるような時代となって,他 より勝る
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もの,派 手なものを良しとして,そ れをむし

ろ宣伝するようになった時勢という事情も加

わる。なお,石 山のホタルについては14世紀
の四季物語にすでにその記述が見られる。

ちなみに,18世 紀末に編纂された骨董集

(刊行は19世紀初頭)に よれば,江 戸 ・浅草

では17世紀末には船着場近くにホタルが飛ん

でいたが,18世 紀末になるとそこには家々が

建ちならびかつての面影はないことが示され

ている。これはいわば土地開発による自然の

退行現象の記述の走りに当たる。が一方で,

身近な自然が乏しくなったことで,人 々の足

を各地の観光名所へ向かわせることになった

ことを示唆している。

4.明 治以降のホタル

近代に入ると,さ まざまな記述を文字とし

て残すことがかなり自由に行えるようになり,

ホタルにかかわる記述もここでは扱いきれな

いほどに飛躍的に多くなる。
一方,ホ タル見物の熱やホタル名所の観光

地化は近代に入っていっそう進み,籠 に入れ

られたホタルが町角で売られたり,1920年頃

には滋賀県守山へ国鉄が大阪からのホタル見

物の臨時列車を編成するにまでなる。ところ

が1940年頃から各地でホタルの減少が目立つ

ようになり,1980年 頃からホタルには,町 づ

くりや水辺環境の再生の象徴として, 日本人

の生活風景の中で,い っそう象徴的な価値を

与えらるようになったことは確かである。

ここに示 したのは,ホ タルにかかわる世情

の日本全体の流れである。ホタルに関しては,

神田 (1935),南 (1961)に一部が記述され

ているように,各 地それぞれに特徴のある唄

なども多い。水辺環境の保全や生物多様性保

全の観点に加え,後 藤 (1998)が指摘するよ

うに,地 域文化の多様性としてのホタル文化

について詳しく検討すべきであろう。
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表 1.古 典にみるホタルにまつわる記述。ただし、多くのものは原文にあたっていない。
ワープロにない漢字は []で 囲んで示している。
出典 :ホ タル(神田左京,1935),古 事額苑 (1970,吉川弘文節):

古典文学動物誌 (1995,掌燈社);群 書索引 (1916,1975復刻,名 著普及会)

”
秋

度
春 ゆうようたる宵行 (ユウ[火習]燿宵行、ゆうよう=さかんな幽園篇の東山に、

・・・輩原中国σかラノ湖ツクニ)の主(キミ)とせtPと欲 (オモホ)す。然(ンかも彼(ノ)
の地(タニ)に、多い )ヽに蛍火(ホルず)の光(カカヤ)く神(カミ)、及〈オヨ)び颯声("ヽ

卓ヘ
ナ)す邪 (ア)しき神有げ)り。 ・ ・・ 「吾くル)、芦原中国の邪 しき鬼(モノ)を鍛

つ

道速張、荒振の神達が豊輩原の中つ国 (日本)を 夜あるくと、ホタルがた
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昔、男ありけり。人のとすめのかしづく。いかでこの男に物いはむと思ひ

密け者、
(暴

蜜わ誓rそ 奪晏?習 虜換望bttF塞 是泉?案 験垢ぁs査
′
P督 済球

ゆく螢雲のうへまでいぬぺくは 秋 風ふくと雁につげこせ

庁?暑あ鑑と香警響盆宮務そ控じを慧ふ負縁寡坊Sぎをせ!ナ負3む懲絵ざ
そ冴路れ縁子負留去爾鶏絶畠把8をと省空隼Pa二み警拓是馨旨零を毒r

籍F督法こ寛賀慧文集払栃とそ懇tぞFを葛色U才ぞ!歩法こ皆父塔務之
届皆程習盗石蟹P患王こ七もを議賃そ負角蟹ぁ患子i色々ど掃皆督i屋空嘉
ゑ冴セ否宗冴控をげi墨ガ晶嬉サ乏ゑ析曽i多ぞ后蜜密智唇x肇!読緑冴
子ど盤で浮そF上京奮&百ぁと角己電聯各子裏iまこ縁霜名配ヨをC督,ヽ
あふだ暮を替う七玉浄遜ま震F寮獄高洋残賃縁み子縁3督負習燈予とな蟹をさしよせて、つつみながら、うそぶき給へば、きるうすものの御なほし

Ett by清少納言
夏はよる月のころはさらなり、やみもなほほたるおほくとびちがひたる、

い ンお か

み木Tの かたびらを、ひとへうちかけ給に、あはせて、ざとひかるもの、
しそくをさし出たるかとあきれたり、ほたるをうすきかたに、比夕つかた
いとおほくつつみをきて、ひかりをつつみかくし給へ りけるを、さりげな
くとかくひきつくろふや うにて、ひはかにかくけちえんにひかれるに、あ
さましくて、あふぎをさしかくしたまへる、かたはらめいとおかしげな
り、おどろおどろしきひかり見えは、宮ものぞき結ひなん、 (中略)御 心
ときめきせられ絡ひて、えならぬ うすもののかたびらのひまより、みいれ
たまへるに、ひとまばかリヘだてたるみわたしに、かくおぼえなきひかり
の打ほのめくを、おかしとみ給ふ、程もなくまぎらはしてかくしつ、され
どほのかなるひかり、えんなることのつまにもしつねく見ゆ、ほのかなれ
ど、そびやかにふし結へりつるやうだいのおかしかりつるを、あかずおぼ
して、げにあのごと御心にしみにけり、なく撃も瞬えぬ虫の思ひだに人の

___ ほ たるをよみ侍りける
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宇治前太攻大臣舟講ののち歌合し侍けるに、ほたるをよめる、
藤原良経朝臣

こ空 な る星 の うつ るか

いさや其螢の数は知らね共玉江の芦の見えぬ葉ぞなし

いまはむかし、あづま うどの うたいみ じう
て、

あなてりやむ しの しや尻に火のつきて

このみよみけるが、ほたるを見

こ人こともみえわたるぞ、
づ

二
ｂｙ1180-

1235 嘉禄二年四月七日辛卯、招請承明門黄門令衆確第、布施三ヱタスキ薄物小
単文裏白張薄物、以前紛キヨエヌ虫ノ思ダニ ト令書、以几帳手横年以黒紐

ある殿上人、ふるき宮ばらへ、夜ふくる程に参りて、北のたいのめむだう
にたたずみけるに、局におるる人の気色あまたしければ、ひきかくれての

に螢とんでとくちずさむ、しりにたちたる人、かくれぬものは夏むしの、
とはなやかにひとりごちたり、とりどりにやさしくおもしろくて、此男何
となくふしなからんもほいなくて、ねずなきをしいでたりける、さきなる
女房ものおそろしや、螢にも球のありけるよととて、つやつやさわぎたる
けしきなく、うちしづまりたりける、あまりに色ふかくかなしくおぼえけ
るに、今ひとり、なく虫よりも、とこそとりなしたりけり、是もおもひ入
たるほどおくゆかしくて、すべてとりどりにやさしかりける、

音もせでみきほにもゆる螢こそ鳴虫よりも哀成けれ
螢火乱飛秋巳近、辰星早没夜初長、夕殿螢飛思情然

V

皇太臣官大夫後成女

和泉式部おとこのかれがれに成ける比、貴布稲に講でたるに、ほたるのと
ぶを見て、

ものおもへば澤のほたるも我身より あ くがれいづる玉かとぞみる

小笹原 しのにみだれてとぶ螢今いく夜とか秋を待つらむ   上 御門院
<ヘ イケボタルをよんだものか 。・神田左京 (1935)>
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石山に語でぬ、かへさには、螢いくそぼく、薄衣の器に包み入れて、督の
内に奉れば、ここらの御簾、或は御局のそこらに、数多放されて、晴るる
夜の星とものせしも、いひゑらず思ひたどりぬ、されどこの畠も夜こそあ
れ、窒は色異様に夜の光にはけおされて、劣れる員也、まいて手に鶴れ身
に添へては、悪しき香 りうつり来ぬ、手には開を握 り、身には百辞の香を

螢火、ホハ火なり、タルハ垂也、下確光ル故名 トス、大小二種アリ、出中
ノ川ノ逸二多シ、勢田宇治ニハ螢火多クシテ費之、費螢火事、和漢メプラ

『本草綱目』 (虫部、化生類、蛍火)に 次のようにいう。蛍には3種 あ
る。イヽさくて常に飛び腹の下に光明のあるものは、芽根の化 したものであ
る。呂氏 (『呂氏春秋』)の 「月令(ガツリョウ)Jに 、 「腐車が化して蛍
となる」とあるのがこれである。
長さが虹 ・[虫蜀](ケムシ)ぐらいで、尾の後に光があり、翼はなく飛ば

ないもの、これは竹根の化したものである。現堂の 「月令」に、 「腐草が
化して[益蜀]〈ケン)となるJと あるのがこれである。
水蛍は水中にいる。みな湿熱の気に感応して遂に変化して形を成したも

のである。 (中略)
思 うに、蛍 く和名は保大流)は 大播大きさ3,4分 。黒色で両の額に赤

点があり、臭気がある。尻の銀色の処が夜に光を出す。紙につつんでも光
は外にとおる。麦わらを用いて挟み砕くと銀砂のようである。江州の石山
幸の渓谷 (試みの谷という)は 蛍が多くて長さも普通のものの倍はあり、
そこを蛍谷と呼んでいる。北は勢多の橋まで 2町 ばかり、南は供江瀬 (供
御瀬(クゴノセ))ま で 25町 、その間に高さ10丈 ばかりのところを火焔
のように群がり飛ぶ。あるいは数百と災りをなし、いつもと種(ポウシュ、
陰暦 6月 5日 頃)の後 5日 から夏至の後5日 まで、およそ 15日 が盛んであ
る。風雨なくしかもそれほど快晴でない夜はいよいよ多い。ただし、北は
橋を限度とし、東はりtlを限度とし、これをこえるといない。また時節をす
ぎると全く姿を見せなくなる。その蛍は下つて山州(ヤマンロ)宇治夕11に

至つて約3里 ばかり、ここでは夏至から小暑(陰暦 7月 7日 頃)の間が盛ん
である。けれども石出の盛んなのには及ばない。これも西は宇治橋を限り
とし、そこよりは下らない。ともに一つの不思議である。茅根 ・腐草の化
するところに多くいるのは普通のことであるが、この地は徳に茅草が多い

というのではない。俗に源頼政の亡魂であるとするのは笑止な説である。
この時節になると蛍見物の遊興の人々の群があつまって、天下に名を知ら
れている。

1717  江 戸  東 雅(20)by新 井白石
螢 ホタル 輩 原中団に道速振荒張神等多有て、夜者若燿蜜火而喧響という
事、替事紀にみえたれば、比物の名上世にすでに聞えたる也、本タルと
は、たとへば密雅に螢火即[火召]とみえたるが如く、ホは火也、タルは[火
召](テ ル)也 、テルといひ、タルといふは、幣語なる也、高葉集抄に、ホ
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口とは ヒカル とい う調也、 ヒ

1744  江 戸  つ れづれ革拾】
腐草fヒして螢となるとはいへど、水にすむ尖媒(ミラ)といふもの、田螺のや
うにて、ほそながきが、化してほたるとなるよし、東図の人は申侍る、久
我殿の池にはやくほたるおほかりしが、家員をおほく飼けるのちは、ほた

ほたるこそ、猶なまめかしくをかしけれ、あこがれいでしたまなど聞えし
は、わびしけれど、風にさそはれてそこはかとなく、とびちりたるもをか
し、夜ふけて、軒ち力】くきらめくが、まどしとみなどのうちについ入て、

テ十曇震経を焦盆許琵森塗兆兵蟹曇軽岳運たこr盤な急ゎ室督累雫密す、
啓合群舎懸春晶皆晶畢F半悪羅畠奮ユ蛮古そ造花ほぉ苦笹ヤ京察姿留哀

と

1756  江戸  牛鴛斎寺号辞葬巻為:か
く多く集るやらんいと珍し

宗紙
百瞥塁通長を遼た害岳是葛ぉ】な

重子
鮎象置泉皆写ち暴み客橿た8釜

るやと、宗紙驚き、

w拠 げ 稲遷譲吊器朝た
あ"

益軒の説を引き、一説二星垂ノ意ナリト云ヘリ、秘博花鏡二群飛天平猶若

y

<石 山の螢狩 りの絵>卯 月きつきの頃は、螢見とて河の面の船遊びに、三

弦の音、今様の撃、棒の歌につれて、黄昏をまちて大日山より飛出る螢幾
千高しらず ・・

<金 谷と島回の渡の絵>光 らして水の上行費かな
く谷中螢澤の絵>谷 中宗林寺の境内にあり。又妙林寺の池をも螢津と唱

螢ハ夏初油菜種フ刈ノ候、多ク出、大中小ノ三品アリ、皆水虫畠ヨリ羽化
シテ出、夏後卵フ生ジテ、復水ゑ トナル、腐草化シテ螢 卜成ルニ非ズ、雄
ナル者ハ光大ナリ、雌ナル者ハ光小ナツ、川ノ大小フ問ハズ、年中水ノ断

ザル川筋二多シ、城州宇治川、和州宇陀)il、江州西黒津大目山田上八島ノ

螢火名産ナリ、ソノ形尋常ノ者ヨツ大ナリ、大ナル者ハ、ウシボタル ト云

益軒の説を引き、一説二星垂ノ意ナ ツト云ヘリ、秘篤花鏡二群飛天平猶若
こ辞がり飛ぶ、なお小星のご

:図誌 by松 平疋能 編
<甲 府盆地西篠村>錬 田川 ・・西篠新卸ヨツ西篠界二至ブテ、姥,il相加ハ

り、西篠村ノ南二至り二瀬夕ii二合ス。此逸蜜火多シ、大抵節分ヨリ百二十

日ヲ候 トシテ、遊観スル者多シ。他方ノ蜜二比スレパ救々大ナリ。洲人鎌

て徳島県海細郡□瀬村の母川のホタルの合機の絵)
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焦尾奉 [元禄14年板]
こまがたに舟よせて、比稗では江を哀まぬ蜜哉     其 角

かくいへるも、限前の値なるべし、今は所せまきまで人家立つづきて、螢

螢合戦は、狂歌咄に、ワF月の未つかた、ここ [字治]は 螢の集 りえならぬ
興を催せり、餘所の螢よりは、一きは大にして、光 りことさらにみゆ、世
にいふ頼政入道が亡魂にて、今も軍する有さまとて、夜に入ぬれば、数十
高のほたる川面にむらがり、或は軸の大さ、或はそれよりも猶大に丸がり
て、空にまひあがり、とばかり有て水のうへにはたと落て、はらはらとと
けてながれ行こと、幾むらとも限りなし、正章千句に、さで相をもちかよ
ふ夏り!1、蜜こよという撃、波に響きわたり、概山井に、火廻しがせたから
宇治に行ほたる、和漢三才圏台に、石山の渓に螢多して、常のよりは大な
り、此所を螢谷と呼、北は勢多の橋、南は供江ケ瀬に至る、共あはいを群
がり飛こと、高さ十丈ばかり、火焔のごとし、又数百集りて塊ることあ
り、大かたと種の後、五日より夏至の後、五日までの間、十五日ばかりを
盛りの時とす、其後下りて字治川に到る、ここには夏至小暑の間をさかり
とす、また一説に云、小満の後、四日五日の間、宇治勢多西賀茂北宇喜多
社、及水上村に螢多くあり、、一時の社観なりといへり、東固には、下野

1886 <落 合蜜の絵>比 地は螢に名あり、形大にして光りも他に勝れたり、山城
の宇治、近江の瀬田にも越て、玉の如く又星の如く馳れ飛で、光景最寄と

季箕>坪密茅害F干揮撃衰丁rノ↑ム亨養雰暑F)、葛ヂ患学予r斗レ3煮ン

方言維考 「ホタル、 (螢)の タルも亦、太郎の名の中に包括 してよいかと
考える。蓋し又ホタロと補する地方は甚だ多かつた、ユつそのホが若 し神
慮の願はれで、目につくものを補した、古語の本と語源を同じうするなら
ば、ホタルの命名の動機は、略々これを想像しうるのである。即ちあの不
思議な光を放つ虫が、丁度田植の頃に出て遊行する。その神性の事賛から
命名されたと考へられる。賛をいへばタローの園語が、タルの古語と何ら
関係あるか私にはまだ明かでないが、タロの古い話態には、神粧乃至は長
怖の情のひそんでいたらしいことを私は想像している。 ・ ・・虫名のタ
ロー亦それも同じ感情によつて名附けられたと自分は想像 しているのであ

___ る ・・・。

-16-




